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1 はじめに
放送される映像量が増えるにつれ，再利用や検索を考

慮して，それらを整理して蓄積する必要が高まりつつあ

る．なかでも，重要性と利用価値の点からニュース番組

への索引付けの意義は大きい．現在この作業は主に人手

に頼っており，増大する量への対処と，きめ細かな検索

要求のための質を考えると，自動化の需要が大きい．

筆者らは画像とそれに附随するテキストの双方を参照

することによりこの問題に取り組んでいる．Informedia

プロジェクトの News-on-Demandシステム [3]をはじ

め，同様の手法によるニュース映像への自動索引付けの

試みは数多くある．しかし，それらの多くは自動索引付

けの需要をある程度満たしはするが，索引付け手法は，

単純な語の出現や統計量に基づくもので，索引と画像内

容の対応を必ずしも保証していないという問題がある．

本稿ではこのような問題意識のもとに，索引と画像内

容の対応を保証する索引付け手法の画像処理部分として

必要になる，同一人物・場面の追跡及び，画像特徴量に

基づく場面推定について述べるとともに，背景領域の画

像特徴量の類似度に基づく簡単な場面推定実験の結果に

ついて報告する．

2 索引付け機構の全体像
図 1に提案機構の概念図を示す．本機構では，4つの

異なる意味属性；いつ（when），どこで（where），誰が

（who），何を（what），に分けて索引付けを行う．実際

の検索要求が，「ある時に誰かがどこかで何かをしてい

る映像が見たい」という形式のものでることは容易に想

定されるので，このような属性に分かれた索引は妥当で

あると考えられる．

このような機構をもつシステムとして，Name-Itシ

ステム [2]があるが，対応関係を考慮してはいるものの，

人物名と顔画像との対応に限定されている．

また本機構では，画像特徴量と画像内容との対応関係

を記述した知識ベースを導入する．ここで知識とは，明
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図 1: 索引付け機構の概念図．

示的に記述した規則と統計的に獲得された関係の双方を

含む．この知識ベースは，索引候補が本当に画像内容を

反映しているかを確認するのに用いられるため，索引と

画像内容の対応を保証する際に重要な役割を果たす．

なお，時相（when）に関する索引付けは，現時点で

は対応保証を行っていないため，議論から除外する．

3 領域分割による追跡と推定
図 2に，領域分割による個別特徴量解析による人物，

場面，行為の追跡及び内容推定の機構を示す．

図 2: 領域分割による人物と場面の追跡と推定．

画像中の背景領域の特徴量に基づき，同一場面の追

跡と場面推定を行い，人物（前景）領域の特徴量に基づ

き，同一人物の追跡と人物推定を行う．また，行為の推

定は，各領域の特徴量を総合して，いくつかの典型的

ショット分類への分類を行うことで実現する．



図 3: 人物と場面の追跡．

3.1 同一人物と同一場面の追跡

まず，人物と場面の追跡に関しては，図 3に示すよう

に，領域毎の画像特徴量に基づき，人物（前景，who）

と場面（背景，where）をショットの境界を越えて追跡

する．ここでは画像を（1）頭部，（2）胴体，（3）背景の

3つの領域に分割する．そして，頭部領域の類似度，つ

まり顔の特徴と，胴体領域の類似度，つまり着ている服

の特徴に基づき同一人物を追跡し，背景領域の類似度で

同一場面を追跡する．他の目的のための人物追跡は既存

の研究でも行われているが，ここでは良好な照明条件で

正面顔を撮影することが多いというニュース映像の特徴

を利用して，動物体追跡などの複雑な処理は行わない．

3.2 知識ベースに基づく画像内容の推定

人物と人物索引，場面と場所・組織索引との対応に

は，画像特徴量と画像内容との関係に関する知識が必要

である．このために，画像特徴量と画像内容に関する知

識ベースが必要となり，多量の訓練画像から統計的に知

識を獲得する．このような関係を獲得するのは一般には

非常に困難と思われるが，類似した状況で撮影された類

似した画像内容を多く含むニュース映像においては，あ

る程度特定のジャンルに限定すれば可能と思われる．現

在，主に閣議や国会の画像からなる国内政治にジャンル

を絞ることを考えている．

図 3の下部には，行為（what）に関する索引付けに利

用する典型的ショット分類も示されている．ニュース映

像は類似した状況で撮影された類似した画像内容（典

型的ショット）を多く含むため，ショット分類により映

像中の出来事がおおよそ推定できる．ショットは画像特

徴量に基づき，[1]で採用されいてる，（1）演説，（2）集

合，（3）その他の人物といったような，いくつかの典型

的な分類に分類される．このような明示的条件に基づく

ショット分類も，知識ベースの利用による行為内容推定

の一部と考えることができる．

3.3 場面の推定実験
実際のニュース映像から目視で選択した 60の国内政

治関連画像（設定した場面の種類を表 1に示す）と同様

に選択された実験用画像（各 1 枚ずつ）の背景領域と

の比較の類似度による画像内容推定実験の結果を示す．

特徴量としては RGB色空間において 16階調，共起距

離 1～4の色共起分布（Color Correlogram）[4]を用い，

特徴量の類似度は特徴量ベクトルのなす角の余弦を用い

た．なお，領域分割も目視により行い，分割を行わない

遠景の画像については，背景領域の代わりに全領域での

比較を行った．

表 1: 場面推定実験のために設定した場面．

（a） 国会議場 遠景（分割なし）

（b-1） 閣議室前室 遠景（分割なし）

（b-2） 〃 人物アップ（分割あり）

（c-1） 報道官会見 遠景（分割なし）

（c-2） 〃 人物アップ（分割あり）

この結果，（c-1）を除いたものについて，類似度第 1

位に正しい場面の画像が出現した．また，類似度上位 3

件中では，（c-1）を除いたもの全てにおいて，上位 5件

中では，（a），（b-2），（c-2）において，正しい場面の画

像が過半数を占めた．

4 おわりに
本稿では，人物に注目して，画像を人物（前景）領域

と背景領域に分離して画像特徴量の解析を行うことによ

り，人物，場面，行為の追跡と推定を行う手法を提案し

た．また，背景領域の画像特徴量の類似度に基づく場面

推定実験において，良好な結果が得られた．今後は，実

際に国内政治にジャンルをしぼった自動的な処理と，自

然言語処理の結果を利用した索引付けを行っていく．
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